
今回は、社会教育課の江戸さんから五所川原市

古写真収集事業についてお話を聞きました！ 

教えて市職員！ 

part6 

江
：
五
所
川
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、
五

所
川
原
市
を
撮
影
し
た
近
代
か
ら
現
代
の

写
真
に
残
る
、
撮
影
当
時
の
人
々
の
暮
ら

し
ぶ
り
や
街
の
様
子
な
ど
を
大
切
に
記

録
・保
存
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
五
所
川
原
市
を
撮
影
し
た
明
治

か
ら
平
成
の
写
真
を
集
め
て
い
ま
す
。  

図
：
写
真
と
い
っ
て
も
様
々
な
種
類
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
写
真
を

集
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か 

？ 

江
：
写
真
は
、
街
並
み
・祭
り
・農
作
業
・
季

節
の
行
事
な
ど
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
お
正
月
・運
動
会

な
ど
の
家
族
写
真
で

あ
っ
て
も
、
当
時
の
暮

ら
し
ぶ
り
が
分
か
る
も

の
で
あ
れ
ば
対
象
と
な

り
ま
す
。
古
写
真
と
い

う
と
、
明
治
・
大
正
時

代
の
白
黒
写
真
や
と
て

も
昔
の
写
真
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
近
年
で
も
、
五
所
川
原

市
は
い
ろ
い
ろ
変
化
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

街
の
移
り
変
わ
り
や
当
時
の
様
子
が
わ
か

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
最
近
の
写
真
や
、
人
物

の
写
真
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
頂
い
た
写
真

は
、
こ
ち
ら
で
デ
ー
タ
保
存
を
し
た
の
ち
、

ご
返
却
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
家

族
の
思
い
出
と
と
も
に
、
市
の
歴
史
を
振

り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？  

図
：
そ
れ
は
面
白
そ
う
で
す
ね
。
収
集
し

た
写
真
は
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
の
で
し
ょ
う
か
？  

江
：
集
ま
っ
た
写
真
は
、
五
所
川
原
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
ほ
か
、
市
の
刊

行
物
や
古
い
写
真
と
現
在
の
写
真
を
見
比

べ
て
街
の
変
化
を
わ
か
り
や
す
く
展
示
す

る
「古
写
真
展
」な
ど
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
人
物
写
真

に
つ
い
て
は
、
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
ご

了
承
を
得
て
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

図
：
豊
富
な
写
真
で
五
所
川
原
市
の
様
子

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
は
、
『写
真
ア

ル
バ
ム
五
所
川
原
・
つ
が
る
・
西
北
津
軽
の

昭
和
』
（
い
き
出
版
２
０
１
８
年
）
、
『保
存

版
五
所
川
原
・
つ
が
る
・西
北
津
軽
今
昔
写

真
帖
』
（郷
土
出
版
社
２
０
０
９
年
）、
『
目

で
見
る
五
所
川
原
・
津
軽
の
１
０
０
年
』
（
森

山
嘉
蔵/

監
修
、
岩
崎
繁
芳/

編
、
郷
土
出

版
社
）
、
『写
真
集
明
治
・大
正
・
昭
和
五
所

川
原
』
（神
野
高
行/

編
、 

国
書
刊
行
会
１
９
８
１
年
）、 

『ふ
る
さ
と
の
あ
ゆ
み 

五
所
川
原
』
（山
上
笙
介/

編
、 

津
軽
書
房
１
９
８
１
年
） 

な
ど
が
あ
り
、
図
書
館
で 

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

江
：
図
書
館
に
あ
る
資
料
の
よ
う
に
、 

五

所
川
原
市
や
西
北
五
地
域
の
写
真
を
集
め

た
書
籍
は
あ
り
ま
す
が
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
初
期
か
ら
中
期
の
写
真
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
時
代
の
写
真

も
集
め
て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
の
終
わ
り

か
ら
平
成
初
期
に
か
け
て
の
写
真
が
少
な

い
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

江
：
募
集
要
項
お
よ
び
申
込
用
紙
は
、
五

所
川
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
ま
た

は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。
ま
た
、
五
所

川
原
市
役
所
三
階
社
会
教
育
課
文
化
係
で

も
配
布
し
て
お
り
ま
す 

。 

図
：
五
所
川
原
市
の
移

り
変
わ
り
を
写
真
で
比

べ
る
こ
と
が
で
き
る
「古

写
真
展
」の
開
催
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
！ 

五
所
川
原
市
の
こ
と
を

知
る
に
は
、
昔
の
広
報
誌

や
新
聞
も
よ
い
資
料
で

す
。
図
書
館
で
は
『
五
所

川
原
町
報
』や
昔
五
所
川
原
市
で
発
行
さ

れ
て
い
た
新
聞
『
青
森
民
友
』な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化

し
た
デ
ー
タ
が
入
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
も
っ
と
便
利
に
昔
の

資
料
を
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
「五
所
川

原
市
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資

料
で
、
著
作
権
な
ど
の
問
題
が
な
い
も
の
に

つ
い
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「五
所
川

原
市
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」ボ

タ
ン
を
押
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
五
所
川
原
市
の
移
り

変
わ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
を
後

世
に
残
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
！
江
戸
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
！ 

江
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  
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【表紙第６号】 

エンゼルひろばに来ていたみはる

ちゃんとお母さん。みはるちゃん

は、絵本が大好き！大きくなった

ら図書館にも借りに来てね♪ 

図 書 館 だ よ り ２０１９．３ Ｖｏｌ．６ 

論語にある「温故知新」をもとにして図書館といえば「本」、五所川原市立図書館

といえば「古」くからの郷土資料が多く揃っているという当館らしいタイトルを考

えました。読み方は「ほんっこ しん」と津軽弁で読んでください。 

※ は津軽弁独特の「ち」と「つ」の中間の発音です。  

つ 
ち 

つ 
ち 



 図書館情報 
 G

o
s
h
o

g
a
w

a
ra

 
 c

it
y
  

li
b

ra
r
y
 

 
 

 G
o

s
h
o

g
a
w

a
ra

 
 c

it
y
  

li
b

ra
r
y
 

 
 G

o
s
h
o

g
a
w

a
ra

 
 c

it
y
 

 l
ib

ra
r
y
  

  
  

 
太宰治『雀こ』朗読ＣＤができました！ 

【タ
テ
の
か
ぎ
】 

２
．
二
人
一
組
で
行
う
遊
び
。
手
の
ひ
ら
を
合
わ
せ 

 

て
押
し
合
い
、
足
を
先
に
動
か
し
た
方
が
負
け
。 

 

「○
○
○
相
撲
」 

３
．
熱
々
の
蕎
麦
に
は
、
こ
れ
を
か
け
て
食
べ
ま
す
。 

４
．
太
陽
が
沈
む
頃
、
西
の
空
が
赤
く
見
え
る
こ
と
。 

６
．
物
事
を
大
げ
さ
に
い
う
こ
と
。
で
た
ら
め
。 

７
．
中
世
の
頃
、
十
三
湖
が
あ
っ
た
地
域
を
拠
点
と
し 

 

て
い
た
津
軽
の
豪
族
は
○
○
○
○
氏
。 

８
．
津
軽
の
詩
人
高
木
恭
造
の
方
言
詩
集
。 

１１
．
漢
字
を
日
本
語
の
意
味
に
あ
て
は
め
た
読
み
方
。 

１２
．
昔
話
「ね
ず
み
の
○
○
入
り
」 

 Do You 脳！？ ～図書館クロスワード～ 

【ヨコのかぎ】 

１．ジャガイモを英語で言うと？ 

４．ミカン科の植物。果実はでこぼこで熟すと黄色くなる。歌手の名前にもなっている。 

５．悪いことをすれば必ず悪い報いを受けるという意味の四字熟。 「因果○○」        

７．昔話「金太郎」が住んでいたとされる山の名前は？   ９．物をあげるの意味の津軽弁は？ 

１０．本を読むこと。   １３．めぐりあわせ。   １４．出口も入り口もわからなくなってしまうような道。 

答えがわかった方は、職員までお知らせください。正解した方にはささやかなプレゼントを用意しています。 

※
か
ぎ
の
〇
に
は
、
ひ
ら
が
な 

 

（カ
タ
カ
ナ
）で
言
葉
が
入
り
ま
す
。 

「雀こ」は全編津軽弁で 

書かれている作品です。 
朗読をしてくださったのは、

お話サークル「すずめっこ」

代表の長尾真紀子さんで

す。ネイティブな津軽弁で、

聞き入ってしまいます… 

朗読ＣＤはバリアフリーコーナーにあります。 

耳からも読書を楽しんでみませんか？ 

朗読ＣＤとは、文学作品などを朗読しているＣＤのこと。 

お手持ちのＣＤプレーヤーで聞くことができるので、名作を朗読で楽しみたい方、 

小さい字が見えにくい方、視覚に障がいのある方など、どなたでも楽しめます。 

『雀こ』朗読ＣＤができた

経緯について、２０１８年１

１月１１日の東奥日報にも

掲載されています！ 

1 ２ ３ つ ４  

 ５  ６   
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７ ８ 

     

□ を並べ替えてできる言葉は？ 
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図書館 de デジタル化 
五所川原市立図書館の重点目標のひとつに「市民の課題解決・読書活動・歴史継承に役立つ

資料収集・保存・提供の徹底」を掲げています。後世のために残し伝えていかなければならな

い郷土資料は、力を入れて収集しており利用と保存継承のためにデジタル化を行っています。 

なぜ、郷土資料のデジタル化をして

いるの？ 
 
郷土資料の中には、劣化が進み、

紙媒体での利用が難しいものがあり

ます。そのためデジタル化をするこ

とで、劣化による資料の喪失、利用

による汚損・破損等を防ぎ多くの方

に長く利用してもらえるようにしてい

ます。 

デジタル化したものを見るには、どうし

たらいいの？ 
 
デジタル化したものはＤＶＤに保存をし

て貸出をしているほか、館内で閲覧す

ることもできます。さらに図書館ホーム

ページでも一部公開していますので、

いつでも・どこでも見ることができます

！もちろん原本も保存しておりますが、

利用による破損等を防ぐためにもデジ

タル化資料をご利用ください。 

 

図書館ＨＰ「資料案

内」の「五所川原市

立図書館デジタル

アーカイブ」から見

ることができます！ 

図書館ＨＰ 

どうやってデジタル化をしているの？ 
 
職員が一枚ずつスキャナーで読み込みます。読み込んだデータはＰＤＦ形式で保存し

ています。デジタル化をするにあたって著作権者の利用許諾が取れているもの、著作

権の切れているもの（公表後７０年過ぎているもの）をデジタル化しインターネット上に

公開しています。 

 これは「五所川原町報第 

１３号」（昭和２８年４月１８日

）記事の一部です。五所川

原という町名を「ゴショウガ

ワラ」と呼ばないように正しく

発音してもらいたいという内

容でした。このようにちょっと

面白い記事もあります！ 

 

広報誌も貴

重な郷土

資料です！ 


